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下水道システムイノベーション
下水道は転換点にあると思って

研究室は、令和2年度に束
下
います。これまでひたすらに下水

水道サ1・ビスの璽
並
周年記今
導
岌
率の向上を追いかけていま

業として、夫来を埠
2、、査
人材
したが、〈は
、建設から管理・マ

の育成や下水道の
への貢献を
ネジメントの時代とも言われてい

目的に設立されました。メンバー
ますし、ゲリラ豪雨や資源利用、

、政策が多様化しています。

本講座では、さまざまな分野との

〕も図りつつ、新たな時代に対

応できる人材育成と下淼
システ

ムの研究、社会への
を行っこ

と
的としています。

求められる時代だからこ

そ、産

市民を含めた~葎
の

只
異分野との契
只
地

・

空間的な
〕ーあそれぞれの連

点にしたいと思っています。

ただ、研究室自な
単なる箱でし

かありません。
「ここにいる人間

Ⅱ研究室の人間」が架け橋となり、

き0かけを築いていきます。

地
域
の資
源
を
循
環

研究室の冠にしている
「イノベ

1ション」はそもそも、異分野や

違う資質
・知識を持
つ人との輿
〕

でしか生まれません。人と人をつ

ないでいくことでイノベ1ション

を起こし、付加価値を生
み出して

いくことがミッションです。研究
室のスタ1トとなった〈霜
2

は、

および
当
との共

同研究等として省エネ型の高

理システムや都市の水の臭気問

題、柔
道
の農業利用につい

ての市民調
を行いました。今

ら後には分、野を広げていきまにす0。いてさ

鼻
循環は大都市にも男

都市にとっても重要な
で、「循

環」は研究室が取り組む最も重要

なキーワ1ドと考えています。資

源とお金を
の中で回すシステ

ムを構築し、都市経営
の効率性と

付加価値を高めていくような

をします。農・水産業、=ネルギー

など
の多様な分
野と
の融合
を強
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民、暠
傘
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しながら

循環システムを
いう厳しい現実がわかりました。

柔
邊
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ネジメントを推進していますが、

今い実
のマネジメントでなく、

と入口を広げていくことが重

要です。柔
道の勞
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考少えしてでもいま多すく。のそ学し生てに、異分た野いのと

リ1ダーとして活躍すゑ笙
にま

で広く伝えることは下永道の価値

の社会への
、そして柔
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の頭
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な講義に
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者の皆さま

のご男
をお願いします。
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人
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を歴任
。そ
の後
は日
水
コンなど
で

「グローバルとローカと
の視
の勤務を経て、令和2年より
。

点を有する人材として、
~笙
、そ

【野村洋平氏】平成
年
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当
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学
大学院

〕農学研究科

環境

の研究室
でサポートし
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1年
保全
堂)専攻博士新
課程修マ。。以

近く学生と接してみて、思ってい
後、高知大(
簽
大学での動務

た以上に下小道への興味が低いと
を経て、令和2年よわ
。


